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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月10日(2011.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに関して、及び治療の超音波プローブのエネルギー放出面に関して、第１の位置及
び方位に配置される第１の複数の追跡素子と、互いに関して、及び治療の処置を受けるべ
き患者のターゲット領域に関して、第２の位置及び方位で患者に結合されるのに適する第
２の複数の追跡素子と、第１の複数の追跡素子及び第２の複数の追跡素子に関連して、使
用のための追跡エネルギーを放射する追跡生成器と、第１の複数の追跡センサ、第２の複
数の追跡センサ、及び前記追跡生成器に結合されるシステム・コントローラと、（ｉ）治
療の超音波プローブに結合され、（ｉｉ）前記システム・コントローラに結合される追跡
ガイドとを有する治療の超音波追跡システムであって、前記システム・コントローラは、
前記治療の超音波プローブに更に結合され、前記治療の超音波プローブが患者の前記ター
ゲット領域に関して許容可能な位置及び方位内に配置されているかどうかを検出し、（ｉ
）前記許容可能な位置及び方位内にあるプローブを検出することに応答して、前記システ
ム・コントローラは、前記治療の超音波プローブの活性化が（ｉ）（ａ）治療の処置の開
始と、（ｉ）（ｂ）治療の処置の継続とのうちの１つを実施可能にし、（ｉｉ）前記許容
可能な位置及び方位内にある前記治療の超音波プローブを検出しないことに応答して、前
記システム・コントローラは、治療の処置のための前記治療の超音波プローブの活性化を
停止し、前記システム・コントローラは、更に、（ｉｉｉ）（ａ）複数の視覚的に同心の
形状、（ｉｉｉ）（ｂ）インジケーター要素及び（ｉｉｉ）（ｃ）方向指示インジケータ
ーの視覚的表示を介して、ターゲット領域に関して、前記治療の超音波プローブの位置及
び方向のガイド表示を提供するように前記追跡ガイドを制御する、治療の超音波追跡シス
テム。
【請求項２】
　治療の処置の開始及び治療の処置の継続は、治療の処置の定められた要件に従う、請求
項１に記載の治療の超音波追跡システム。
【請求項３】
　前記定められた要件は、前記システム・コントローラが、すでに治療を受けたターゲッ
ト領域の位置を監視し、治療の処置のために必要とされる位置を越えて同じ位置の過剰な
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治療を禁止することを含む、請求項２に記載の治療の超音波追跡システム。
【請求項４】
　前記システム・コントローラは、患者の前記ターゲット領域に関して、前記治療の超音
波プローブの動き追跡に応答して、前記治療の超音波プローブから超音波送出の電力及び
ビーム角度を更新するように更に設定され、前記電力及びビーム角度の更新は、第１の複
数の追跡センサ、第２の複数の追跡センサ及び追跡生成器から決定される追跡情報と、治
療の処置の定められた要件とに少なくとも基づく、請求項１に記載の治療の超音波追跡シ
ステム。
【請求項５】
　前記システム・コントローラは、（ｉ）前記治療の超音波プローブの動き追跡と、（ｉ
ｉ）患者の前記ターゲット領域に関して、超音波送出の音響経路のブロッキングとに応答
して、前記治療の超音波プローブの開口を調整するように更に設定され、開口調整は、第
１の複数の追跡センサ、第２の複数の追跡センサ及び前記追跡生成器から決定される追跡
情報と、治療の処置の定められた要件とに少なくとも基づく、請求項１に記載の治療の超
音波追跡システム。
【請求項６】
　前記システム・コントローラは、患者の前記ターゲット領域に関して、前記治療の超音
波プローブの動き追跡に応答して、前記治療の超音波プローブの超音波設定を調整するよ
うに設定され、調整された超音波設定は、前記ターゲット領域への変えられた音響経路を
補償するように設定される、請求項１に記載の治療の超音波追跡システム。
【請求項７】
　前記視覚的に同心の形状は、前記ターゲット領域に関して前記治療の超音波プローブの
さまざまな近傍を表し、前記同心の形状に関する前記インジケーター要素の位置は、前記
ターゲット領域に関して前記治療の超音波プローブの位置及び方位の視覚的ガイド表示を
供給する、請求項１に記載の治療の超音波追跡システム。
【請求項８】
　前記視覚的に同心の形状は、前記ターゲット領域に対して位置的にあまりに近い近傍を
示す形状、前記ターゲット領域に対して位置的に所望の近傍を示す形状、前記ターゲット
領域から位置的にあまりに遠い近傍を示す形状を含む、請求項７に記載の治療の超音波追
跡システム。
【請求項９】
　前記インジケーター要素は、前記ターゲット領域に対して位置的にあまりに近い近傍を
示すため、第１のサイズ形状により特徴づけられ、前記ターゲット領域に対して位置的に
所望の近傍を示すため、第２のサイズ形状により特徴づけられ、前記ターゲット領域から
位置的にあまりに遠い近傍を示すために、第３のサイズ形状により特徴づけられる、請求
項７に記載の治療の超音波追跡システム。
【請求項１０】
　前記方向指示インジケーターは、前記ターゲット領域に関して必要である治療の超音波
プローブ動きのさまざまな方位を表して、前記視覚的に同心の形状及び前記インジケータ
ー要素と共に、システム・ユーザが患者の前記ターゲット領域に関して前記治療の超音波
プローブの許容可能な位置及び方位を達成するためのガイダンスを供給する、請求項７に
記載の治療の超音波追跡システム。
【請求項１１】
　前記さまざまな方位は、前方動き、後方動き、左への動き及び右への動きを含む、請求
項１０に記載の治療の超音波追跡システム。
【請求項１２】
　前記追跡ガイドは、表示デバイスを含み、前記複数の視覚的に同心の形状、インジケー
ター要素及び方向指示インジケーターは前記表示デバイス上の視覚的表示を含む、請求項
１に記載の治療の超音波追跡システム。
【請求項１３】
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　前記追跡生成器は、（ｉ）第１及び第２の複数の追跡素子が電磁センサを有する電磁場
生成器と、（ｉｉ）第１及び第２の複数の追跡素子が光学的検出センサを有する光学追跡
生成器とからなるグループから選択される一つを有する、請求項１に記載の治療の超音波
追跡システム。
【請求項１４】
　第２の複数の追跡素子は、超音波以外のモダリティを持つ超音波イメージング・システ
ム又は画像処理システムを介して得られた医学画像において検出可能であり、前記システ
ム・コントローラは、前記医学画像内の第２の複数の追跡素子の検出に応答して、（ｉ）
前記画像処理システムの座標系内のターゲット領域と、（ｉｉ）前記治療の超音波追跡シ
ステムの座標系内のターゲット領域との間の関係を計算する、請求項１に記載の治療の超
音波追跡システム。
【請求項１５】
　前記システム・コントローラは、前記ターゲット領域に関して前記治療の超音波プロー
ブの一つ以上の測定された位置に応答して、治療の処置の進捗を監視するために、ＣＴ、
ＭＲ、ＰＥＴ及びＳＰＥＣＴイメージングスキャンからなるグループから選択される１つ
を自動的に定める、請求項１に記載の治療の超音波追跡システム。
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